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平成２６年度 歯科保健活動助成交付事業報告書抄録 

１．事 業 名： 

  川崎商工会議所会員事業所の歯科健診・保健相談 

２．申請者名： 

  公益社団法人川崎市歯科医師会 

会長 井田満夫 

３．実施組織：  

  公益社団法人川崎市歯科医師会 

  川崎商工会議所 

  鶴見大学探索歯学講座 

４．事 業 の 概 要： 

川崎商工会議所は年に１回会員の事業所の従業員に対して労働安全衛生法にも対応できる巡回によ

る生活習慣病検診を行なっている。川崎市歯科医師会はこの検診事業当日に会場に隣接して巡回検診の

受診者に対して成人歯科健診を実施した。 

５．事 業 の 内 容： 

平成２６年度の巡回による生活習慣病検診は平成２７年の２月から３月にかけて２８回実施され、そ

のうちの１５回について歯科健診を行なった。市内の公共施設において午前９時から午後１２時まで実

施した。 

歯科健診は当日巡回検診に来た人に呼びかけて希望者に実施し、健診内容は日本歯科医師会「標準的

な成人歯科健診プログラム・保健指導マニュアル」の健診票を使用した。 

また唾液検査を実施したが、今回は唾液中ヘモグロビン（Hb）と唾液中乳酸脱水素酵素（LD）の検査

を行なった。検査薬は栄研化学のものを使用し、分析は（株）京浜予防医学研究所に依頼した。 

質問票は検査後に採点し、唾液検査の結果とともに受診者本人に郵送する方法をとった。 

なお、歯科健診担当者は川崎市歯科医師会の会員が担当し、１回の健診について歯科医師１名と衛生

士２名が担当した。 

６．実施後の評価（今後の課題）： 

１５回の巡回による生活習慣病検診の受診者は７０７人でそのうち歯科健診を受診した人は１８０

人であった。 

昨年は唾液の採取時に唾液を隠す女性がいたので卓上のパーテーションを用意したが期待したほど

役には立たなかたようだ。 

川崎市は７つの行政区からなっているが今回は北部、中部、南部と全域をカバーできるように健診会

場を選択した。今回特筆すべきは、前回の健診では女性の受診者が４０人（全体は１３１人）で３１％

だったのに対し、今回は７５人（全体は１８０人）で４２％と大幅に増えたことである。 

全体の受診者数や男女別の人数のデータを先方から頂けていないので正確な割合は判明しないが、女性

の受診者が相当に増えたのは確実と思われる。今後、同様の健診歯科保健活動を広めていく上で相当に

重要な要素であると考えられる。 

 


